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　いつも「JAMAGAZINE」をご愛読いただき

誠にありがとうございます。 

　2022年4月より電子版、季刊誌のハイブリッ

ドで発行しておりましたが、この度、紙資源の削

減による環境保全のため、2024年3月末発行

予定の春号をもって電子版に移行いたします。

なお、従来のJAMA BLOGの掲載も継続し、更

なる連携を図ってまいります。 

　電子化によるタイムリーかつ柔軟な誌面構成

での発信に是非ご期待ください。 

JAMAGAZINE電子版 
https://www.jama.or.jp/
library/jamagazine/index.
html 

JAMAブログ
https://blog.jama.or.jp/
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 安全・快適性をアピール
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自動車メーカーのカフェ＆レストラン
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29 2023第7回 小学生 「クルマのある風景」フォトコンテスト
応募総数5,672点から最優秀賞５点を選出
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　全国軽トラ市は、第1回が2014
年、岩手県雫石町で開催されました。
これまでに、愛知県新城市、宮崎県
川南町、静岡県磐田市、同掛川市、栃
木県宇都宮市、長野県長野市で行わ
れ、浜松市での開催は今回が初めて
です。地域単位での軽トラ市は、まち
の活性化を目的に2005年に雫石町
で行われたのが始まりです。今では
全国100以上の自治体で行われてお
り、まちづくりの取り組みの一つとし
て注目されています。
　12月2日には、「全国軽トラ市サ
ミット」と題した浜松商工会議所主催
のシンポジウムが開催され、全国各
地の軽トラ市主催団体が一堂に会し、
自工会の軽自動車委員会も参加しま
した。登壇者からは、「軽トラ市が季
節の風物詩になっている」（軽トラは

ままつ出世市の河合正志実行委員
長）、「継続して参加してくれている
商店は、積極的に投資して元気を取
り戻している」（しんしろ軽トラ市 の
んほいルロットの森一洋スタッフリー
ダー）などの意見が出されました。
　シンポジウムに参加した自工会軽
自動車委員会委員長の鈴木は、「軽ト
ラ市からまちづくりを考えてほしい。
移動できる軽トラックをうまく活用し、
まちを設計してもらえればと思う」と
述べました。また軽自動車委員会委員
の武田は、「軽は地方にとって、まさ
にインフラ。ユーザーの生活を支えた
り、社会貢献するなどして恩返しした
い」と話しました。
　３日に開催された全国軽トラ市
は、開始時刻の午前10時30分には
会場が多くの人で埋め尽くされるほ

どの盛況ぶりでした。開始からわず
か１時間で売り切れとなった店舗も
あったほどです。
　軽トラ市終了後、鈴木は「（一般
的な）市場に比べ、野菜を安く買え
るし、対面で買い物する楽しみがあ
る」と、その魅力を語りました。今後
はオンラインを活用し、「同日に開催
している軽トラ市同士を結ぶことも、

『全国軽トラ市』と言えるのではな
いか」などと話し、軽トラ市をさらに
広げていきたいという考えを示しま
した。

　「第８回全国軽トラ市inはままつ」が12月３日に静岡県浜松市で開
催されました。全国から軽トラックや軽バンなどが集結し、地元・浜松
市の農産物や全国各地の特産品などが販売されました。前日には自工会
副会長で軽自動車委員会委員長の鈴木俊宏（スズキ社長）と、軽自動車
委員会委員の武田裕介（ダイハツ工業取締役）も参加するシンポジウム
「全国軽トラ市サミット」を開催し、まちづくりと軽トラ市の関係など
について意見を交わしました。

全国軽トラ市
▲ 全国から軽トラや軽バンが集結

▼自工会軽自動車委員会委員長の鈴木と委員の武田が出店者らに　　
　あいさつ回り

▼シンポジウムには鈴木（写真右から2人目）と
　武田（写真右）も参加

▼出店者と話して買い物が
できるのが軽トラ市の魅力

自工会
｢全国軽トラ市inは
ままつ｣でお手伝い

inはままつが開催！

第8回
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10月26日、岸田文雄首相がジャパンモビリティショー
を訪れ、主催者展示「トーキョーフューチャーツ

アー」や「スタートアップフューチャーファクトリー」を視察さ
れました。視察の後、首相は経団連モビリティ委員会の十倉
雅和委員長、豊田章男委員長、有馬浩二委員長らと会談。自
動車産業の枠組みをこえたモビリティ産業が未来の日本経
済の牽引役となることへの期待を表明されました。

▲ 岸田文雄 内閣総理大臣
▲モビリティ委員会 十倉雅和 委員長
　（経団連会長・住友化学会長）

▲モビリティ委員会 豊田章男 委員長
　（自工会会長・トヨタ自動車会長）

より詳細な内容は
jama blogでお読みになれます

こちらからどうぞ！

ジャパンモビリティショーを訪問ジャパンモビリティショージャパンモビリティショー
岸田首相、
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10月5日、経団連「モビリティ委員会」（十倉雅和委員
長、豊田章男委員長、有馬浩二委員長）が開催され

ました。これはモビリティ産業の国際競争力の強化を通じ日
本経済全体の成長を目指すもので昨年９月、今年２月に続
き３回目となります。今回は委員会企業からも数多く出展・
参加が予定されている、間近に迫った「ジャパンモビリティ
ショー」（10月26日開幕、一般公開10月28日～）につい
て、各社から「日本発のモビリティ」を発信していく決意をは
じめ、経済産業省製造産業局長をゲストに招き、デジタルト
ランスフォーメーション(DX)やグリーントランスフォーメー
ション(GX)などモビリティ産業を取り巻く課題について活
発な議論が交わされました。

▲モビリティ委員会委員長 十倉雅和氏
　（経団連会長・住友化学会長）

▲豊田章男委員長（自工会会長・
トヨタ自動車会長）

▲有馬浩二委員長（部工会会長・
デンソー会長）

▲片山正則委員（自工会副会長・
いすゞ 自動車会長）

▲日髙祥博委員（自工会副会長・
ヤマハ発動機社長）

より詳細な内容は
jama blogでお読みになれます

こちらからどうぞ！

財界をあげてジャパンモビリティショーを盛り上げ

「経団連モビリティ委員会」を開催第3回
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　会長の豊田は2018年に就任し、
組織のスリム化などの自工会の改革
をリードしてきました。改革の成果の
象徴とも言えるのが、10月26日～
11月５日に開催した「ジャパンモビ
リティショー2023」です。モーター
ショーからモビリティショーへと進化
したジャパンモビリティショーには、
前回の2.5倍に当たる475社が参加

し、１日当たり10万人以上、合計111
万2000人にご来場いただきました。
　会長が就任時に事務局メンバーに
対し、「自工会として（会長が代わって
も）、ぶれない軸を一緒につくってい
こう」と話していた通り、「自動車産業
はみんなでやっている産業。未来はみ
んなでつくるもの」という考え方が、
自工会の活動の軸になりました。会長
は、「モビリティ産業を支える業界団
体の土台はつくることができた」と、５
年にわたる活動を総括しました。
　また、会長からは「世界は対立と
分断を深めている。こんな時代だか
らこそ、今を生きる大人たちが未来
を担う子どもたちにどんな姿を見せ
るのか。それが大切だと思っている。
日本には『ありがとう』という美しい
言葉がある。私自身、モビリティ産業

に関わる一人の大人として、これか
ら生まれてくる子どものために、あり
がとうと言い合える日本、信頼と共
感に支えられた未来を多くの仲間と
ともにつくっていきたい」との未来
に向けた想いを伝え、「自工会の会
長は退任しますが、今後も業界の垣
根を超えた仲間とともに『未来づく
り』に取り組んでいく」考えを示しま
した。
　会長の豊田から、たすきを引き継
ぐことになった副会長の片山は、「自
動車業界の課題の中でも、物流や商
用領域は『物流の２０２４年問題』と
言われるように、ドライバー不足をは
じめとする喫緊の課題に直面してい
ます。この課題は大型車メーカーだ
けではなく、乗用車メーカーや二輪
車メーカーにも共通する課題です。

１月からの新体制を発表

　自工会は11月22日、都内で
４年ぶりとなるリアルでの記者
会見を開催し、2024年１月
からの新体制を発表しました。
現会長の豊田章男（トヨタ自動
車会長）が退任し、副会長の片
山正則（いすゞ自動車会長兼最
高経営責任者）が新たに会長に
就任します。自動車業界は今、
物流や資源、環境、通商など、
大きく７つの課題を抱えていま
す。新会長の片山を筆頭に、７
人の正副会長、理事を中心に自
工会が一丸となり、これらの課
題に取り組んでまいります。

新会長に片山正則氏記者会見
自工会

▲ 会長豊田章男（右）と新会長片山正則

▲新体制を発表する会長
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こうした点から、ドライバー不足や物
流効率化、運行管理など共通すべき
課題が多い商用領域が当面のペー
スメーカーになるべきという議論に
たどり着きました。」と言います。
　片山は会長就任に当たり、「この
立場に就任できることを誇りに思う
一方、100年に一度という産業の
変革の真っただ中で、会長のたすき
を受け取る重責に、身の引き締まる
思いだ」と抱負を語りました。その
上で、物流課題の解決に向けた取り
組みについて、「自動運転」「ドライ
バー層の拡大」などに取り組む方針
を示しました。

　また、カーボンニュートラル（温室
効果ガス排出実質ゼロ）について
は、多様な技術の組み合わせで温室
効果ガスの排出削減を目指す〝マル
チパスウェイ〟の考え方のもと、「敵
は炭素であり、内燃機関ではない」
ということを世界に訴えていく方針
です。マルチパスウェイに対する世
界の理解は着実に広がりつつありま
す。片山は、「今後の２年間で今まで
以上に地球環境保護への責任を果た
し、エネルギー効率の向上、電動車
普及など環境への貢献を積極化して
いく」と表明しました。
　また、カーボンニュートラルに限ら

ず、新しい技術やデジタル化の進化
などの変革に対しては、「研究開発へ
の投資を増加させ、新たな市場への
アクセスを改革することで競争力を
維持し続ける」とも語りました。

▲抱負を語る新会長

▲ ４年ぶりにリアル開催した記者会見

▲2024年１月からの新体制
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　新体制では、６人の副会長で会長
を支える、チーム一体となった運営体
制を生かし、自動車業界が抱える７つ
の課題の解決を目指します。記者会
見では、副会長も業界の発展に向け
た強い決意を表明しました。

　「チームで取り組んでいく体制がで
きた。微力ながら新会長を支えつつ、
7つの課題に対し結果を出していく。
それぞれの課題のリーダーが引っ張
りながら、各社で情報を共有し、全体
で前に進んでいくような形で頑張りた
い。ジャパンモビリティショーでは、マ

スコミの報道からも温かいエールを感
じた。今後もぜひ応援してほしい」

　「二輪や乗用車、商用車といったこ
れまでの枠組みを超えた新しいモビ
リティの世界に変わる。新しいモビリ
ティが社会の構造を変えていく。こう

新体制に向けた
副会長の抱負

副会長 日髙祥博
（ヤマハ発動機社長）

副会長 三部敏宏
（本田技研工業社長）
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した変革期は、絶好のチャンスと捉
えている。自工会が変革の主体者と
なって進めていくべきであり、今後、
関連してくる産業との連携を含め、こ
こに座っているメンバーで強力に進
めていきたい」

　「自工会が一丸となって、日本の産
業力・競争力を上げていけるよう、そし
て地球環境などの課題解決に向けて
取り組めるよう、片山新会長をサポー
トできるように頑張っていきたい」

　「ジャパンモビリティショーで掲げ
たように、人々の生活をいかに豊か
にできるか、そのためにわれわれが
社会的責任と雇用をどう守っていけ
るか、スピーディーに、真剣に取り組
む必要がある。ここにいる皆さんと覚

悟と勇気を持って取り組んでいく。そ
して自工会がより良くなったと応援し
てもらえるようにしたい」

　「これまでの風土改革が本当に効
果を上げており、今の理事会の雰囲
気は活性化している。副会長としての
キャリアは短いが、副会長同士の会話
もフランクかつ活発にできるのは、こ
れまでの改革で土台ができたからだ。
新会長の片山さんとは、オン・オフを
問わず話をしている。情熱を持って、
いろいろなことに向き合っているリー
ダーであり、いろいろな考えを持って
いる。チーム一丸となって会長を支え
ていきたい」

　「豊田会長には、長期間、自工会の
改革をはじめ、活動全般をリードして

もらい、感謝している。特にカーボン
ニュートラルへの多様な選択肢の重
要性を内外に発信し、国際的世論にも
影響を及ぼすことができたこと、経団
連モビリティ委員会の発足、ジャパン
モビリティショーへの変化など、業界
の垣根を越えた活動を推進してもらっ
た。豊田会長でないと実現できなかっ
た大きな成果だ。豊田会長に築いても
らった土台を大切にし、モビリティ産
業への変革に向けて片山新会長を支
え、他の副会長や理事の皆さんと、こ
の難局を乗り越えていきたい」

　自工会は新体制になっても、チーム
一丸で自動車やモビリティを取り巻く
諸課題に取り組んでいきます。引き続
き、皆さまのご理解とご支援を、よろし
くお願いいたします。

日本自動車工業会
記者会見

副会長 鈴木俊宏
（スズキ社長）

副会長内田誠
（日産自動車社長）

副会長佐藤恒治
（トヨタ自動車社長）

副会長永塚誠一
（自工会専務理事）

▲ チーム一丸で諸課題に取り組む
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　自工会では、新生ジャパンモビリ
ティショーを象徴する各種の主催者
プログラムを実施しました。メインの
「Tokyo Future Tour」は、モビリ

▼ 未来の東京の街を表すイマーシブシアター

　約70年間続いてきた東京モーターショーから名称・コンセプトを変革し、東京ビッグサイトで４年ぶりに開
催した「ジャパンモビリティショー2023」が、10月26日（木）～11月５日（日）の会期を終えて閉幕しまし
た。来場者数は目標の100万人を超え111万2000人、出展者数は前回（19年）の2.5倍に当たる475社と、
多くの方々にご参加いただくことができました。ご来場いただいた皆さま、出展者の皆さまをはじめ、関わって
いただいたすべての皆さまにお礼申し上げます。
「乗りたい未来を、探しに行こう！」をテーマに開催したジャパンモビリティショーは、名称を「東京」か
ら「ジャパン」に、「モーター」から「モビリティ」に変えて開催しました。近い将来に発売するコンセプト
カーの発表が中心だった従来のモーターショーから、自動車産業の枠を越え、さまざまな産業と共に日本の未
来を創っていくショーへと生まれ変わりました。

ジャパンモビリティショー閉幕

ティが変える未来の東京の街や、さ
まざまなモビリティによって広がる生
活や食、遊びの未来、そして災害現
場でモビリティがどう活躍するのか
を「LIFE/EMERGENCY/FOOD/
PLAY」の４つの切り口でご覧いただ
きました。
　空飛ぶ車やパーソナルモビリティ

などの展示のほか、ミュージカル仕立
ての演出により、来場者の皆さまに、
より一層楽しんでいただける内容と
いたしました。このTokyo Future 
Tourには、約50万人の方々にご来
場いただき、多様なモビリティがつく
りだす未来を多くの方にご体験いた
だきました。

111万人が来場！

多様なモビリティが
つくり出す未来を表現
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▼Pitch Contest ＆Awardでスタートアップを激励する自工会副会長日髙祥博

▲ ライフ＆モビリティ

▲ フード＆モビリティ ▲プレイ＆モビリティ

▲ エマージェンシー＆モビリティ

　未来のモビリティを担うスタート
アップ企業を支援するプログラム

「Startup Future Factory」も初
めて開催しました。大企業とスタート
アップ企業が出会う機会を創出する
ことにより、モビリティ産業を拡張・
加速させることが目的です。災害・少
子高齢化・地域創生・環境・ウェルビー
イングの５つのテーマに沿って、大
企業とスタートアップ企業が出会う場

「Business Meetup」や、ブース展

示「Startup Street」では、商談に
つながる打ち合わせ件数が430件進
行し、これらをきっかけに実際に成約
に至るケースもあり、 大きな成果を
上げることができました。
　賞金総額1200万円を用意した

「Pitch Contest & Award」は、
「LIFE×Mobility　未来の暮らし」
「EXCITEMENT×Mobility　未来
の感動」「INFRASTRUCTURE×
Mobility　未来の社会基盤」の３つ
のカテゴリーでスタートアップ企業を
募集し、116社にご応募いただきま
した。11月４日（土）の決勝には、事
前審査を勝ち抜いた15社が登壇。専

門家ら９人の審査員による審査でグ
ランプリ１社と準グランプリ２社を選
出しました。グランプリには1000万
円、準グランプリには、それぞれ100
万円の賞金を贈りました。
　グランプリを獲得したのは、シェ
アサービスを手 掛ける株 式 会 社
NearMe（高原幸一郎社長、東京都
港区）＝EXCITEMENT× Mobility　
未来の感動部門＝です。 同社は自宅
やホテルと全国の空港をつなぐ、ド
ア・ツー・ドアのシェアサービスを手掛
けています。シェアサービスの利用を
促進することにより、生活者の価値
観や行動を充実させ、地球にも、人に

スタートアップ支援
プログラム
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株式会社NearMe

「NearMeにとって、グランプリの意味は大きく、これまで
愚直に進めてきた、今やるべき『シェア乗り』の方向性や、
今できることから社会実装している実績を評価いただいた
のだと思います。シェア乗りを次の当たり前にするために
は、スタートアップ１社では実現できません。今後は脱炭素
や地域課題に関心のある連携パートナーを増やしていき、
シェア乗り前提の車両開発にもチャレンジしていきたいと
思います」

Global Mobility Service株式会社

「未来の暮らしを創出するスタートアップとして、優秀賞に
選ばれ大変光栄です。今後もモビリティサービスを通じて、
頑張る人が報われる社会の実現のため、自動車メーカーの
皆さまや金融機関、そして提携各社の皆さんと連携を図っ
ていきたいと思います」

Zip Infrastructure株式会社

「（優勝を目指していたので）悔しいがうれしい、というのが
率直な気持ちです。ただ、カテゴリー優勝ができたのは、日
頃、開発や営業を頑張っている社員の皆のおかげだと思っ
ています」

もより良い、豊かな生活の実現を目
指しています。
　準グランプリ２社には、Global 
Mobility Service株式会社（中島
徳至社長CEO、東京都千代田区）＝
LIFE×Mobility　未来の暮らし部
門＝と、Zip Infrastructure株式会
社（須知高匡代表取締役、神奈川県
秦野市）＝INFRASTRUCTURE×
Mobility　未来の社会基盤部門＝が
選ばれました。
　Global Mobility Serviceは、世

界の貧困・低所得者層の信用創造
を行うスタートアップ企業です。支
払い能力があるにも関わらず、与信
審査に通らない人に、ローンの活用
機会をつくり出し、モビリティの活
用とともに、就業機会を創出してい
ます。モビリティを使いたくても使
えない人、売りたくても売れない人
の双方の課題を解決することが目
的です。
　Zip Infrastructureは、自走式
ロープウェイ「Zippar」を使って街づ

くりに貢献するスタートアップ企業で
す。デッドスペースとなっていた道路
上の空間を使い、利便性・安全性・経
済性に優れた次世代交通システムに
よって、「渋滞のない、どこでも駅徒
歩５分圏内となる世界」をつくること
を目指しています。
　授賞式に出席した副会長の日髙

（ヤマハ発動機社長）は、「参加した
各社が、今後もっと大きくなり、日本
を元気にしてもらいたい」と激励の
言葉を贈りました。

▲ グランプリ　NearMe高原好一郎社長

▲ 準グランプリ　Zip infrastructure須知高匡代表取締役＝左

▲ 準グランプリ
　Global Mobility Service中嶋徳至社長CEO＝左

授賞各社コメント
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　「モビリティ版ダボス会議」と銘
打ち、モビリティと未来をテーマに
したトークショー「Japan Future 
S e s s i o n 」も連日開 催し、合 計
４万２千人の方々にご来場・ご視聴い
ただきました。最終日の５日には、会
長の豊田とタレントでコラムニスト・司
会者のマツコデラックスさんとのトー
クショー「緊急企画!ジャパンモビリ
ティショー大反省会　マツコデラック
ス×自工会会長　豊田章男」を開催
し、会場とオンライン中継を合わせ、
多くの方々にご参加いただきました。
　会長の豊田は、「世界のモーター
ショーの来場者がどんどん減少する

中で、何とかしなければならないと考
えたのが４年前のモーターショーだっ
た。何をやってもいいから、とにかく
一回、人を集めてみようということで
取り組み、130万人が集まった」と前
回の東京モーターショーを振り返りま
した。
　そして、「自動車が動くと100万
人が集まる。今回は未来づくりに参
加する人や、車好き・運転好き、ベン
チャー、他の産業と、いろいろな人
を集めてやろうということで、名称
を『東京』から『ジャパン』に、『モー
ターショー』から『モビリティショー』
に変えた」と、東京モーターショーを
ジャパンモビリティショーに変えた経
緯を紹介しました。
　スタートアップ支援を新たに取り入
れたことについては、「モビリティの
未来をつくっていくためには、日本で

活躍している、あるいはこれから活躍
しようとするスタートアップと投資家
をマッチングし、新しいビジネスの第
一歩にしてもらうことが必要」と狙い
を語りました。その上で、「自動車を
軸にしてもらえば、多くの人にマッチ
ングの機会を与えられる。その効果
が出てきているのではないか」と話し
ました。
　「多様化」も今回のジャパンモビリ
ティショーのテーマでした。会長は、
ソファ型のモビリティや、耳の聞こえ
ない人のために音を映像で表す技術
などの出展事例を挙げ、「モビリティ
と名称を変えたことで、多くの選択肢
が移動手段として出てくる可能性を
感じた」と感想を述べました。
　会長は、「第１回のジャパンモビリ
ティショーは今日で終わるが、これ
が日本から世界に発信するスタート
であってほしい。ご参加いただいた
方々が、モビリティは自分の未来にど
う影響してくるのだろうと、少しでも
お考えいただいた２週間であったな
ら、主催者としては大成功だったと思
う」と締めくくりました。
　　　　　　　　　　　　　　　
　東京モーターショーから生まれ変
わったジャパンモビリティショーはい
かがだったでしょうか。自工会はこれ
からも、自動車産業の枠を越え、新た
な価値を創造するモビリティ社会を
皆さまと共につくっていきたいと考え
ています。次回のジャパンモビリティ
ショーにも、ぜひご期待ください。

▲ 多くの来場者で一杯になった会場

マツコデラックスさんと
自工会会長 豊田章男の
トークショー

ジャパンモビリティショーが
「日本カー・オブ・ザ・イヤー実行委員会特別賞」を受賞!
　一年を代表するクルマや技術を選び、表彰する「日本カー・オブ・ザ・イヤー」。
この度、その特別賞に「ジャパンモビリティショー2023」が選定されました。

より詳細な内容は
jama blogで
お読みになれます
こちらからどうぞ！
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　地下鉄神谷町駅や御成門駅から
徒歩約８分、東京タワーの向かい側
にある機械振興会館の地下１階にあ
るのがBICライブラリです。機械産業
の専門図書館として、これまでも自
動車産業に関する書籍や資料などを
数多く所蔵してきました。くるまコレ

クションは、このBICライブラリの会
議スペースだった場所に設置されま
した。自動車図書館が所蔵していた
図書１万２千冊以上、雑誌237種類・
２万８千冊の合計４万点以上をここに
移管しました。
　自動車図書館は1970（昭和45）

年８月当時、「東京モーターショー」
の主催団体だった自動車工業振興会

（自工振)が収集していた図書や資
料などを、外部からの問い合わせや
閲覧希望者に対して公開するサービ
スとして開設しました。自工振が日本
自動車工業会（自工会）に統合したの
を機に、2002年からは自工会の運営
となり、04年には自工会とともに、東
京・大手町から芝大門の日本自動車
会館に移転。国内外の自動車に関す
る文献や映像資料などを所蔵する、
国内でもユニークな自動車専門図書

 自動車や自動車産業に関わる書籍、雑誌、写真などの資料を数多く所
蔵してきた「自動車図書館」が機械振興会館（東京都港区）内の「BIC
ライブラリ」に統合され、新たに「くるまコレクション」として11月
１日にオープンしました。11月21日にはオープンセレモニーが開催さ
れ、記念講演も行われました。 

BICライブラリに
「くるまコレクション」が開設
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館として、多くの研究者やマスコミ、
一般の方々に利用されてきました。し
かし、新型コロナウイルスの感染拡
大の影響により20年から休館してい
ました。その間に自動車図書館の在
り方を検討し、BICライブラリに蔵書
を統合いただくことで、自動車以外の
産業も含めた幅広い情報や知識を1
か所で得ることができるよう見直しを
しました。BICライブラリにとって、ス
ペースの確保など受け入れは簡単で
はありませんでしたが、「利用者の方
に、より多くの情報を発信したい」「自

動車図書館のコレクションを散逸させ
てはならない」（BICライブラリ担当
者）という思いで、くるまコレクション
設置をかなえることができました。同
館の司書は、「これから自動車のこと
をさらに勉強し、来館される方に有益
な情報を提供したい」と話します。
　新設されたくるまコレクションの
コーナーには、団体や調査会社の統
計資料、自動車メーカーの社史、自動
車雑誌、自動車部品の専門書など、自
動車図書館にあった資料がずらりと
並びます。収まりきらない蔵書は、地

下２階の書庫にスペースを確保して
収めました。棚やキャビネットは、自動
車図書館で使用していたものをその
まま使用しています。1954年に開催
された「第１回全日本自動車ショウ」
の写真など、貴重な写真やカタログ
類が保管されています。
　11月21日に開催された、くるまコレ
クションオープン記念セレモニーには、
多くの関係者が出席し、くるまコレク
ションの開設を祝いました。会場には、
過去の「自動車ガイドブック」やカタロ
グなど、くるまコレクションの蔵書の一

▲機械振興会館内のBICライブラリ入口

▲くるまコレクション　各自動車メーカーやディーラーなどの社史が並ぶ ▲スクラップ帳などの資料も移管
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部を並べ、出席者に紹介しました。
　機械振興協会経済研究所所長で一
橋大学特任教授の森川正之氏がセレ
モニーの開会に当たり挨拶し、「図書
館は経済において貴重なインフラ。く
るまコレクションが加わったことで、
規模も大きくなった。多くの人にます
ますBICライブラリを活用していただ
きたい」と呼びかけました。
　講演には、機械振興協会経済研究
所特任フェローで名城大学経済学部
准教授の太田志乃氏と、電気通信大
学産学官連携センター（ベンチャー支

援部門）客員教授の竹内利明氏が登
壇しました。
　太田氏は、「グローバル『自動車』
産業の動向」と題し、電動化やモビリ
ティ産業への変革期にある自動車産
業と、それに伴うものづくりの変化に
ついて講演しました。太田氏は、「グ
ローバルな自動車産業が大きくEVに
シフトもしくはプラグインハイブリッド
車やハイブリッド車を含め、電動化し
ていくことは当然のこと」とし、「これ
に加え、自動車産業がモビリティ産業
に移行していく現在、完成車メーカー

や大手部品メーカーだけでなく、中小
も含めたサプライチェーンが大きく変
容していく」との見通しを示しました。
　さらに、大手自動車メーカーが電動
化やモビリティ産業への移行を踏ま
えて投資配分を変化させていること
や、スタートアップ企業を含めた仲間
づくりが特に欧州で進んでいる事例
を挙げました。そして、こうした動きに
よって、「自動車の造り方にも変化が
出てきている」と指摘。「工作機械や
金型産業を含め、周辺産業にも影響
が出てくることは自明。自動車ないし

▲写真やカタログは書庫に収納

▲セレモニー会場では、くるまコレクションの一部を紹介した▶

▼セレモニーで挨拶する機械振興協会経済研究所の
　森川正之所長

▼名城大学准教授 太田志乃氏の講演

▲個人利用できるブース
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モビリティ産業をどのように見ていく
のか、あるいはどのように研究してい
くのか、というテーマにおいて、くるま
コレクションにもぜひ足をお運びいた
だきたい」と話しました。
　竹内氏は、「学生ベンチャー支援
における図書館情報の活用」と題し、
全国にある公立や民間の特徴ある図
書館の数々を紹介しました。中でも、
BICライブラリなどの専門図書館に
は、資料に精通した専門の司書がい
るとし、「相談できる司書がいること
が非常に重要なポイント。自分で探す

のも良いが、司書に相談すると、自分
では気付かなかったことに気付くこと
もある」と、図書館の活用方法につい
て解説しました。
　その上で、電気通信大学が取り組
む学生ベンチャー支援の取り組みを
紹介し、「企業が学生の取り組みを評
価してくれるケースが増えている。少
額でもお金をつけて実証してみると、
花が咲くものもたくさんある」と、豊か
なアイデアを持つ学生を支援する意
義を語りました。竹内氏は、「学生はイ
ンターネット上にある情報がすべてだ

と思っているが、ネット上に無い情報
もたくさんある。学生ベンチャー支援
においては、ネットで入手できない、
出典の明らかな情報を、図書館を通し
て伝えていきたい」と話しました。
　BICライブラリは、広々とした閲覧
スペースのほか、個人で利用できる
ブースも備えています。所蔵の確認
をインターネットで行えるほか、貸出
サービスも行っています。くるまコレ
クションが加わり今まで以上に利便
性が増したBICライブラリをぜひ利用
してみてください。

▼電気通信大学 産学官連携センター客員教授 竹内利明氏の講演 ▼オープンセレモニーではレセプションも開催

▲BICライブラリの広々とした閲覧室
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　WRCは1973年にスタートした半
世紀の歴史を誇る世界最高峰のラ
リー競技です。サーキットを周回す
るレースとは異なり、ラリーは封鎖し
た一般道でタイムを競う競技区間の

「スペシャルステージ（SS）」と、SS
間の公道を交通法規を守りながら一

般車両に混じって移動する「リエゾ
ン」で構成されます。ラリージャパン
のSSとリエゾンは、５市１町にまたが
る約970kmにも及びます。
　今年のラリージャパンで最大の
見どころとなったのが、豊田スタジ
アム内でのスーパーSS（SSS）で

す。同スタジアムは普段はサッカー
などの競技が行われていますが、芝
生をすべてはがし、全面をアスファ
ルト舗装して専用のコースを設置し
ました。芝生はトヨタが運営する富
士モータースポーツフォレスト（静
岡県小山町）などで再利用すると言
います。
　通常のSSは１台ずつ走りタイムを
競いますが、豊田スタジアムのSSS
では２台が同時に走行するのが特徴
です。豊田市の担当者は「前回、スタ
ジアムには６万人が訪れたが、実際
の競技を観戦することはできなかっ
た」と話します。最も集客を図ること
ができる豊田スタジアムでSSを実施
することで、より多くの観客がラリー
競技を間近で体感しました。今回の
有料観客席の来場者数は９万300人

　2023年世界ラリー選手権（WRC）の最終戦「フォーラムエイト・ラリージャパン2023」が11月16～19
日、愛知と岐阜の両県で開催されました。結果は、トヨタ自動車のエルフィン・エバンス選手（ドライバー）とス
コット・マーティン選手（コ・ドライバー）が優勝し、トヨタ勢が上位３位を独占しました。地元・愛知県出身の
勝田貴元選手は、２日目にクラッシュして最下位まで順位を落としたものの、猛追して５位に入りました。今年
は主催者に愛知県豊田市も加わり、豊田スタジアム（同市）に特設コースを設置。多くの観客が身近に観戦でき
る環境が整い、国内外のラリーファンが熱狂しました。

▼最大の見どころとなった豊田スタジアムSSS

トヨタが表彰台を独占
ラリージャパン2023

トヨタが表彰台を独占
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となり、そのうち、同スタジアムの来
場者数は６万7600人でした。
　前年開催を踏まえた改善の取り組
みは、愛知県岡崎市で開催したSSS
で見られました。前年の岡崎SSSは
乙川河川敷（同市）で開催しました
が、ラリー車両が疾走すると砂煙が
舞い、競技がほとんど見えなくなる問
題が発生しました。今年は岡崎中央
総合公園（同市）に会場を移し、コー
スを舗装路に改めました。コースレイ
アウトも工夫を凝らし、身近に競技が
体験できる観覧エリアも多く設置しま
した。
　ラリー競技は広域にSSが点在しま
す。ラリージャパンの開催エリアは、
愛知県の豊田市、岡崎市、新城市、設
楽町と岐阜県の恵那市、中津川市の
５市１町にまたがります。今回、主催
者に加わった豊田市はヘリコプター
を活用した観戦スタイルにも挑戦し
ました。フィンランドなどで開催され
るWRCでは、ヘリを使ってSS間を移
動する観戦スタイルが定着していま
すが、日本では法規やコストが課題と
なっています。今回、ヘリ発着場所を
５カ所確保して試験的に観戦ツアー
を組みました。来年以降は、ヘリの数

を増やすなどして富裕層向けのプロ
グラムを検討しています。担当者は
「ヘリを活用したホスピタリティープ
ログラムで上げた収益を、子どもた
ちの招待費用などに充てたい」と話
します。
　昨年のラリージャパンは、ヒョンデ
チームが1、２位となりました。トヨタ
は12年ぶりの母国ラリーで悔しい敗
北を喫しましたが、今年は上位３位を
独占し、見事にリベンジを果たした
格好です。WRCトップカテゴリー「ラ
リー１」で唯一の日本人ドライバーの
勝田選手は、昨年の３位入賞から今
年は優勝を目指しましたが、２日目の
SSでクラッシュ。一時は最下位まで

順位を落としたものの、その後のSS
でトップタイムを連発して５位まで順
位を上げました。
　トヨタの参戦と日本人ドライバーの
活躍、そして地元自治体の取り組み
が奏功し、今年のラリージャパンの来
場者数（速報値）は、イベント参加や
沿道の応援なども含め、４日間で延
べ53万6900人に上りました。トヨタ
の豊田章男会長は、「このラリーを続
けていければ、モータースポーツが
文化となって日本にさらに根付いて
いけると信じている」と語ります。ラ
リージャパンは来年も愛知と岐阜の
両県で11月21～24日、開催される
予定です。

SSSでは２台同時にタイムを競う 昨年の問題点を踏まえ、会場を変更した岡崎SSS

▲トヨタ勢が上位を独占した
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　自動運転AIチャレンジは、CASE
（コネクテッド、自動運転、シェアリン
グ、電動化）やMaaS（サービスとして
のモビリティ）などの新たな技術領域
において、自動車業界をけん引する
技術者の発掘と育成を目的に、2019
年から継続して開催しています。次世
代技術、特に自動運転に関しては、人
工知能（AI）やICT（情報技術）などが
競争領域になる中で、これらの領域に
携わる技術者が不足している現状に
あります。
　同大会は学生だけでなく企業や海

外のチームも参加可能なため、AIに
おける国際的なイベントとすること
で、高い技術レベルの人材育成につ
なげる狙いもあります。21年度まで
は年に一度の開催でしたが、22年度
より「インテグレーション」と「シミュ
レーション」の２大会に分け、年に１
回ずつ開催する形式となりました。
　実車を用いず、システム上でスコ
アなどを競うシミュレーション大会に
対し、インテグレーション大会は自技
会が用意した車両に出場チームが開
発したプログラムを搭載して実走さ

せます。車両を自動走行させ、完走を
目指すには、LiDAR（ライダー）など
のセンサー類に関わる知識に加え、
AIやソフトウエア、情報処理など多様
な知識や技術力が必要になります。
　今回のインテグレーション大会で
は、小型モビリティにおける工場内で
の自動搬送を課題に設定しました。
ベース車両であるヤマハ発動機のゴ
ルフカート「AR-04」に、各チームが
開発した自動運転ソフトウエアを搭載
し、自律走行した走行距離を競い合
います。工場内自動搬送で用いられ

　次代を担う技術者を目指せ―。自動車技術会（自技会：大津啓司会長）は11月12日、自動運転のプログラ
ミング技術を競う「自動運転AIチャレンジ2023・インテグレーション大会決勝競技」を、千葉県柏市の東
京大学生産技術研究所（柏キャンパス）で開催しました。今回は「小型モビリティにおける工場内での自動搬
送」をテーマに、出場者たちは開発したソフトウエアを組み合わせた自動運転車の走行距離を競いました。

を開催
自動車技術会 が
「自動運転AIチャレンジ」
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る自動運転システムは、低価格の車
両で高いタスク処理能力を実現する
ことが求められます。そのため、限ら
れたコンピューティングリソースとシ
ンプルなセンサー群のもと、「安全性」
「可用性」「走破性」の３点をバラン
スよく実現することが社会実装する
上では重要になります。
　競技においても、この３点の達成度
が評価の基準になりました。工場内で
は車両と人が混在する走行環境が想
定されます。そのため、競技では、段
ボールを道路上に配置することで無
作為に置かれた残置物を確実に検知
し、安全に停車できるかを課題項目と
しました。
　石油化学プラントなどでは、地面付
近に設置されたパイプから出る蒸気
がモビリティに搭載されたセンサー類

の視野を遮ることがあります。競技で
は、蒸気に見立てた煙を発生させ、視
界が悪い中であっても、止まらずに走
行を続けられるかを競いました。煙に
反応して停車する車両も多く、社会実
装のハードルの高さを感じられる課題
でした。
　そして、多くのチームを苦しめたの
は、Ｓ字クランクと、徐々に道幅が狭
くなるＬ字クランクの２つです。特にＬ
字クランクは、道幅だけでなく直角の
コースをはみ出さずに走行すること
もクリアの条件としており、「速度が
速すぎたり、遅すぎたりして停まって
しまうケースが多々あった」（自技会
関係者）と言います。
　175チームが出場した予選競技を
勝ち抜いた16チームが決勝に進出
しましたが、ルートの難易度の高さか

ら、残念ながらゴールにたどり着いた
チームはありませんでした。
　最優秀賞を勝ち取ったのは、中
国のソフトウエア企業チーム「IEI_
AutoDRRT」です。中国のソフトウエ
ア会社であるインスパーエレクトロ
ニックインフォメーションジャパンに
所属するエンジニア２人で構成され
るチームで、近年は自動運転車用ソフ
トの開発も始めたといいます。初出場
での栄冠となりましたが、チームリー
ダーを務めた劉宏鋼さんは、「来年も
出場して連覇を狙いたい。チームを増
強して、日本以外の大会にも挑戦して
いく」と意気込みを示しました。
　その他の受賞チームは以下の通
りです。優秀賞＝「TLAB」（東京大
学大学院）、３位入賞＝「UCLab_
challengers」（名古屋大学）。

▲開発したソフトウエアの性能が勝負を左右

▲視界が悪い中でも走行を続けられるかが
　一つの判定基準

▲難易度が高かったＬ字クランク ▲最優秀賞チーム「IEI_AutoDRRT」のメンバー

▲チームで協力して課題に臨んだ▶
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　バステク in 首都圏は、バス専門誌
「バスラマインターナショナル」を発
行する「ぽると出版」が主催してい
ます。関西地区では「バステクフォー
ラム」の名称で開催しており、2015
年から首都圏でも開催するようにな
りました。今年も国内外メーカーの

数々が出展し、日本からも、いすゞ自
動車、三菱ふそうトラック・バス、そし
て、いす とゞ日野自動車が共同出資
するバス製造会社のジェイ・バスが
出展し、安全性や快適性をアピール
しました。
　いすゞが出展したのは、中型路線

　バスに関する最新技術を展示する「バステク in 首都圏」（ぽると出版主催、国土交通省関東運輸局後援）が
12月１日にさいたま市営桜木駐車場（さいたま市大宮区）で開催されました。国内外のバスメーカーのほか、
バスの機器・用品・システムの企業も出展するこのイベント。バス事業者や大型車メーカーといった業界関係
者を中心に、多くの人が会場を訪れました。

さいたま市で開催
安全・快適性をアピール

が

バス「エルガミオ」です。エルガミオ
は、2022年12月に一部改良し、標
準搭載のドライバー異常時対応シス
テム（EDSS）に自動検知機能を追
加しました。わき見や居眠りを検知し
た場合、運転席シートのバイブレー
ターを作動させることで、ドライバー

▼エルガミオにはドライバー異常時対応システムを搭載▼いすゞ の中型路線バス「エルガミオ」

バステク in 首都圏



に警報を発し、注意を促します。ま
た、バス車内の換気性能を向上する

「エアアウトレットグリル」も装備し
ました。新型コロナウイルスの感染
拡大以降、感染症対策の観点から、
車室内の換気性能に対するニーズ
が高まっており、一部座席の足元に
設けることで、車内外からの排気・吸
気能力の向上を図りました。
　三菱ふそうは、大型観光バス「エ
アロエース」と小型バス「ローザ」を
展示しました。車両展示に加え、子
会社の三菱ふそうバス製造が手が
けるボディプリントを紹介しました。
車体に画像データを直接印刷する
もので、同社によると、フィルムラッ
ピングに比べ、コストを半減以下に

抑えられるといいます。バスだけで
なく、乗用車やトラックにも印刷する
ことが可能で、新規事業として売り
上げの拡大を目指しています。また
ローザは、観光仕様車を展示しまし
た。外国人観光客の需要などにも対
応できるよう、荷室を広く確保して
います。
　ジェイ・バスは、降車確認支援シ
ステムなどを取り付けた「ファン！
バス」を出展しました。子ども置き去
りによる事故が社会問題となってお
り、23年４月からは送迎バスへの幼
児置き去り防止装置の設置が義務化
されています。ジェイ・バスは、降車
確認支援システムを搭載した車両の
展示を通じ、社会問題の解決に寄与

します。また、開発中の車室内モニ
ターも公開しました。カメラを４カ所
に設置し、ドライバーがカメラで車内
全体を確認できるようにします。現在
は、ミラーで車室内を確認していま
すが、カメラにすることで、運転手の
視線移動を最小限に抑えることがで
きます。ミラー越しに乗客と視線が合
うことによるトラブルを回避できると
いうメリットもあるといいます。
　地域の足を支え、身近なモビリ
ティの一つでもあるバスは、乗用車
と同様、技術によって安全性や快適
性が年々進化しています。バスに乗
車するときは、最新技術がどのよう
に使われているのかに注目してみて
はいかがでしょうか。

▲ボディプリントを施した三菱ふそう「エアロエース」

▲ジェイ・バスの「ファン!バス」

▲観光バス仕様の三菱ふそう「ローザ」 ▲ジェイ・バスの車室内モニター
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　自動車メーカーには自社で運営するショールームやミュージアムなどの施設があり、気軽に最新モデルを観た
り、自動車文化や企業の歴史に触れたりすることができます。そうした施設には、カフェやレストランも併設さ
れており、「観る」だけでなく、「飲む・食べる・語らう」といった楽しみもあります。

　いす 自ゞ動車には、藤沢工場（神奈川県藤沢市）の隣接
地に「いすゞ プラザ」というコミュニティー施設があります。
創立80周年を記念して2017年に開設したもので、施設
ではいすゞ の歴史やものづくりの紹介、最新のいすゞ 車、貴
重なレストア車の展示などを行っています。この施設に併
設しているのが、「SAKURA Café（サクラカフェ）」です。
ガラス張りの、モノトーンモダンで開放的なダイニングス
ペースでお茶やランチを楽しむことができます。

　レクサスは、ブランド体験スペース「INTERSECT BY 
LEXUS - TOKYO」（東京・港区）を運営しています。こ
の１階にあるカフェでは、産地やオーガニックな豆にこだ
わり独自に焙煎したオリジナルブレンドやお食事をご提
供しています。また、落ち着いた雰囲気の2階のビストロ
ラウンジでは、アラカルトからコースまで季節を感じるお
食事を楽しむことができ、一部のメニューやパンはテイク
アウトもご利用いただけます。

いす プゞラザの「SAKURA café」 レクサス「INTERSECT BY LEXUS - TOKYO」

いすゞ 自動車 レクサス

クルマと
一緒に
楽しめる

自動車メーカーの車車車メメメーカカカーーの

カフェ＆レストラン
クルマと
一緒に
楽しめる

クルマと
一緒に
楽しめる

クルマと
一緒に
楽しめる

自動自動自動自動自動自動車車車

カカフフ
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　このように、自動車メーカーのショールームなどの展示施設には、お茶や食事を楽しめるところもあります。
一度、立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

　 日 産 自 動 車 の ブ ランド 発 信 拠 点「 N I S S A N 
CROSSING」（東京・中央区）には、独自のラテアー
トが楽しめるカフェがあります。２階の「CROSSING 
CAFE」です。ここでは「MACCHI-ART」と名付け
たラテを提供しています。最先端技術を用い、お客さ
まの好みの車のほか、お客さま自身の顔などを描くこ
ともできます。日産の車のカラーリング名がつけられ
たオリジナル炭酸ドリンク「CROSSING SODA」も
人気です。

　本田技研工業には本社（東京・港区）１階の「Hondaウ
エルカムプラザ青山」内に、「MILES Honda Cafe」が
あります。訪れたお客さまを癒し、元気づけ、次の旅へと
誘う―。そんな場所でありたいという想いを「MILES」に
込めました。地下にあるカナダ産ヒバの大樽で受水した
まろやかな「宗一郎の水」を使ったドリンクや美味しいス
イーツを提供しています。世界中のHonda製品・活動・想
いを伝える展示や映像を見ながら、くつろいでいただけ
る空間です。

　日野自動車には、地域との融和・情報の発信基地・次
世代の育成を目的とした施設「日野自動車21世紀セン
ター」（東京都八王子市）があります。この中にあるカフェ
「シャノン」では、施設の利用者のために飲み物や軽食
を用意しています。同センター内には、トラック・バスの博
物館「日野オートプラザ」や研修施設があり、一般の人も
利用できます。博物館には歴史的に貴重なバス・トラック
を数多く展示しています。見学と合わせ、カフェを利用し
てみてはいかがでしょうか。

　三菱自動車工業の本社ショールーム（東京・田町）に
は、１階にテイクアウト専門のカレーショップ「DELICA 
CURRY」、２階にティースタンドがあります。田町駅からつ
ながる歩行者通路に面したティースタンドでは、こだわりの
ドライフルーツがたっぷり入ったフルーツティーを楽しむこ
とができ、ショールームで最新の三菱車をご覧頂いたあと、
ゆったりとした時間を過ごしていただけます。カレーショップ
は日替わりの２種類のルーと、２種類のライスから選ぶ事が
でき、近隣オフィスやお住まいの方にご利用頂いています。

日産「CROSSING CAFE」

ホンダ「MILES Honda Cafe」

日野「シャノン」

三菱自動車本社ショールームのティースタンド

日産自動車

本田技研工業

日野自動車

三菱自動車工業
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　EVは走行用にも使用する電気で
熱をつくり、車室内を暖めます。この
ためEVの場合は、これまで冬場に航
続距離が短くなると言われてきまし
たが、果たしてどうなのでしょうか。
実際、2010年に発売した初代「日産
リーフ」の最初期のモデルでは、冬
場に暖房を使用して走行した場合、
条件によっては航続距離に大きく影
響する場合もあったといいます。こ

のイメージが根強く残っていることに
よって、EVの冬場の航続距離に対し
て不安を持っている方や、近年、降
雪地域で雪による立ち往生が発生す
ることもあり、心配になる方もいらっ
しゃると思います。
　自動車メーカーや部品メーカーで
は、ユーザーがよりEVを使いやすく
するために、冬場や雪国での弱点を
克服することを課題と捉え新しい技

　冬になり、今年も車の中で暖房を使う季節がやってきました。ガソリ
ン車やディーゼル車、ハイブリッド車など、エンジンを搭載している車
は、一般的にエンジンから発生する熱を利用して室内を暖めています
が、エンジンを搭載していない電気自動車（EV/BEV）の場合はどうな
のでしょうか。冬場のEVの特性について、EVのパイオニアである日産
自動車で、軽自動車のEV「日産サクラ」の開発を指揮した坂幸真さん
と、エネルギーマネジメントシステムの開発を手がける土川晴久さんに
聞いてみました。

▲ 日産自動車車両計画・性能計画部燃費電費・
動力性能計画グループ主管
土川晴久さん

冬のドライブを快適に！
EVを正しく理解し、
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術を開発してきました。中でも、土川
さんが「最も効果が大きい」と話すの
が、ヒートポンプシステム（省電力暖
房システム）です。これは省エネ家電
や最新の自動販売機にも採用されて
いる車室内を少ない電力で効率的に
暖めることができる技術です。初代
日産リーフを最初にマイナーチェン
ジした2012年から、日産のEVには
すべて搭載されています。その後も、
ヒートポンプシステムは進化を続け、
暖房の消費電力抑制に大きく寄与し
ています。
　例えば、2022年に発売された日
産サクラの場合、冬場の航続距離の
減少は、日常的な使い方であれば２～
３割程度の減少に留まり、減少幅は
大きく改善しています。
　また、ドライバーの運転の仕方も、

EVの航続距離に大きく影響します。
冬場に限ったことではありませんが、
EVはパワートレイン効率が非常に高
い反面、ガソリン車よりも空気抵抗の
影響を受ける割合が大きくなります。
したがってスピードを控えめに走行
いただくことによって空気抵抗を低
減し、ガソリン車よりも効率的に航続
距離を延ばすことが可能です。また、
ガソリン車同様に急な加減速を避
け、減速するときはアクセルペダル
を緩める回生ブレーキを活用するこ
とにより、減速時にモーターから取り
出すエネルギーを最大化できます。
　また、自宅充電時にタイマーやリモ
コンで充電器経由の電力を活用して
乗車前に室内を温めておくエアコン
を活用する方法もあります。さらに、
シートヒーターやステアリングヒー

▲ 日産自動車第三製品開発部第二プロジェ
クト統括グループセグメントCVE
坂幸真さん

▲ ヒートポンプシステム採用でEVの暖房効率は向上

日産自動車ウェブサイトより作成

控えめな空調温度設定

省エネルート探索を使う 穏やかな加減速

ECOモードを使う

EVの航続距離を延ばす運転の仕方
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　これは、一般のEVユーザーや購
入を検討している方全員が知ってい
る訳ではありません。EVの特性をき
ちんと伝えることで、EVに効率的な
走り方や使い方を広げていくことが
大切です。
　今後さらに新型のEVがどんどん市
場に投入されていくことが予想され
ます。自動車メーカーは、航続距離を
延ばすためのさまざまな技術開発を
進める一方、EVの特性を、ユーザー

ターは消費電力が少なく、短時間で
発熱し、乗員をピンポイントで温める
ため、エアコンの設定温度を低めに
抑えても快適に過ごすことができま
す。車両自体の技術進化に加え、こう
した賢い節電のコツを実践すれば、
もはやEVは冬場や雪国でも安心し
て乗れる車と言えるでしょう。
　坂さんは、「『暖房の使用が航続距離
に影響する』という事実を正しく知って
もらうことが重要」と指摘します。

に正しく理解してもらうための情報発
信を続けていく必要があります。自工
会としても、EVをはじめHV/HEV、
PHV/PHEV、FCV/FCEVなどの
次世代自動車の特徴をユーザーにき
ちんと理解していただくことで、ユー
ザーがそれぞれのライフスタイルに
合ったパワートレインを正しく選ぶこ
とができ、充実したカーライフを楽し
むことができるよう、これからも情報
発信を続けていきます。

◀シートヒーターなどを使いエアコン使用量を減らすこともポイント▲
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経済広報センターは、2023年５
月29日から９月15日までの

期間、日本在住の小学生を対象に、
「クルマのある風景」フォトコンテス
トを実施しました。総数5,672点（応
募者数1,730名）の応募の中から、
最優秀賞5点、優秀賞10点、佳作
10点を選出しました。
　今年で７回目となるこのコンテスト
は、将来のモビリティ社会を支えて
いくことが期待される若年層の関心

を高めるべく、子どもたち（小学生）
に、クルマへの親しみを覚えてもら
い、魅力を感じてもらうことを目的に
実施しています。　
　応募テーマは、「クルマのある風
景」とし、自宅で、街角で、旅先で
撮ったクルマ、家族と一緒に撮った
クルマ、自然や風景の中で撮った
クルマなど、クルマが写っている写
真としました。審査は学識経験者や
報道関係者など４人で行い、テーマ

性、主題性、表現性・独創性など総合
的に優れた作品を選びました。
　最優秀賞に選ばれた５点は、いず
れも小学生らしい着眼点とアイデア
で、身近な存在であるクルマとの心
が躍る楽しい関係を伝える作品とし
て大きく評価されました。また、今回
も１年を通して撮影された写真が寄
せられ、子どもたちの発想を豊かに
広げる本コンテストの定着が感じら
れました。

赤堀 帆菜　静岡県／６年生
「車との旅」

須藤 のどか　東京都／４年生
「きれいな星空」

平野 陽大　高知県／４年生
「沈下橋を渡る愛車」

加治屋 秀星　北海道／６年生
「こっちだよ」

柏木 美結　北海道／３年生
「しゃぼん玉とクルマ」

2023

第7回
小学生  「クルマのある風景」

フォトコンテスト
応募総数5,672点から最優秀賞５点を選出
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　今年のプロ野球は阪神タイガース
が18年ぶりのセリーグ優勝、38年ぶ
りの日本一を達成した｡38年前は出
生前につき、18年前を振り返ると、
当時の阪神タイガースは、打撃では
シーツ、金本、今岡の強力クリーン
アップ、投げる方では、JFKと呼ばれ
る7回以降は点を取られない鉄壁の
救援陣を形成していた｡今年は､18
年前のような強烈な打撃陣、投手陣
ではなかったが､チャンス､ピンチに
強いメリハリのある野球をしていた
と思う。
　38年という四半世紀以上の長い
年月を経て、日本一を達成したこと

には、喜びと呆れという二つの感情
が入り混じった複雑な感情を抱く。そ
れほどまでに長い時間が経った。38
年前、入団6年目の岡田彰布選手が、
コーチを経て監督を務めている。し
かも13年ぶり、二度目の登板だ。
　18年前、父と二人でテレビ中継を
楽しみにしていた。外出時は試合の
開始時間に間に合うよう、父はクル
マを飛ばした。「クルマの中でテレビ
が見られればなぁ」とよく思ったもの
だ。2005年少年だった私は、クルマ
の中でテレビを鑑賞できるようにな
るとは想像もしていなかったが、阪神
は2006年も優勝すると思っていた。

2006年、阪神は優勝しなかったが、
ワンセグ放送が開始された。
　先月、先々月と行われたJMSで
は、最新技術が会場を彩った。そのう
ちの一つ、自動運転技術は乗車中の
ゲームプレイを可能にするなど、今ま
での乗車体験を変えると言う。自動
車業界は大変革期を迎え、クルマの
進化のスピードもどんどん上がって
いる。来年阪神が優勝し、創設以来
初の連覇を達成したら今年以上に驚
くが、クルマの中でゲームができるよ
うになっても19個歳をとった私は驚
かないだろう。

S.R.

18年の歳月を経て…
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